
11　お祝いのことば

山
極
家
の
家
系
は
初
代
は
足
利
氏
に
仕
え
、
足
柄
山
の
山
極
城
主
の
武

将
で
、
足
利
家
の
衰
退
で
下
山
し
て
四
代
は
甲
斐
の
武
田
に
仕
え
ま
し
た
。

七
代
は
信
玄
に
仕
え
て
お
り
ま
す
。
信
玄
に
嫌
わ
れ
る
事
情
が
あ
り
信
州

丸
子
に
追
放
さ
れ
、
信
玄
没
後
、
真
田
信
之
に
仕
え
、
大
坂
夏
の
陣
で
敗

北
し
、
信
州
に
戻
り
ま
し
た
。
武
将
か
ら
身
分
が
代
わ
り
十
一
代
は
松
平

家
の
奥
医
師
に
な
り
、
明
治
維
新
の
十
五
代
吉
哉
ま
で
山
極
家
は
医
者
の

家
柄
に
な
り
ま
し
た
。
吉
哉
に
は
長
女
包
子
か
ら
し
ば
ら
く
嫡
男
に
恵
ま

れ
ず
、
当
時
上
田
で
最
優
秀
と
評
判
の
山
本
家
の
勝
三
郎
が
養
子
候
補
に

選
ば
れ
ま
し
た
。
勝
三
郎
は
小
学
校
で
文
部
省
か
ら
発
行
の「
与
地
誌
略
」

の
世
界
地
理
歴
史
の
本
に
興
味
を
持
ち
、
将
来
は
外
国
で
学
問
を
す
る
希

望
を
抱
い
て
い
た
様
で
し
た
。
勝
三
郎
は
最
初
養
子
の
話
は
乗
り
気
で
な

い
様
で
し
た
が
、
留
学
可
能
と
い
う
条
件
が
決
め
手
と
な
り
、
明
治
12
年

に
包
子
と
養
子
縁
組
し
、
明
治
17
年
に
結
婚
、
明
治
24
年
に
ド
イ
ツ
に
留

学
し
ま
し
た
。

人
工
癌
の
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
病
理
学
の
ウ
イ
ル
ヒ
ョ

ウ
博
士
の
細
胞
刺
激
説
と
英
国
の
煙
突
掃
除
夫
の
煤
に
よ
る
腫
瘍
と
組
み

合
わ
せ
、
実
験
に
は
そ
れ
ま
で
人
工
癌
の
発
生
し
た
こ
と
が
な
い
ウ
サ
ギ

の
耳
に
コ
ー
ル
タ
ー
ル
を
助
手
の
市
川
博
士
が
１
年
の
長
き
に
渡
り
塗
布

を
続
け
遂
に
大
正
４
年
に
世
界
最
初
の
人
工
癌
の
発
生
に
成
功
し
ま
し
た
。

祖
父
の
幻
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
話
や
人
工
癌
成
功
の
市
川
博
士
に
つ
い
て

は
多
く
の
著
書
に
譲
り
、
こ
こ
で
は
祖
父
勝
三
郎
の
人
柄
に
触
れ
て
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
上
田
か
ら
上
京
し
て
も
故
郷
へ
の
愛
着
は
常
に
強
く
、

明
治
18
年
に
は
上
田
郷
友
会
誌
の
発
起
人
に
な
り
、
会
誌
の
発
行
は
他
に

見
ら
れ
ぬ
130
年
有
余
の
長
き
を
誇
っ
て
い
ま
す
。
会
誌
初
期
に
は
上
田
の

繁
栄
の
た
め
、
松
代
や
松
本
、
更
に
薩
長
に
も
負
け
ま
い
と
の
祖
父
の
意

気
込
み
が
継
続
の
原
点
の
一
つ
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

祖
父
は
解
剖
を
伴
う
病
理
学
の
関
係
で
、
明
治
32
年
に
結
核
を
患
い
ま

し
た
。
担
当
医
の
忠
言
に
従
い
、
驚
く
ほ
ど
の
絶
対
安
静
を
厳
守
し
ま
し

た
。
父
か
ら
小
さ
い
時
、
聞
か
さ
れ
た
話
と
し
て
は
天
井
か
ら
小
型
の
机

を
逆
さ
に
吊
り
下
げ
、
そ
れ
に
医
学
書
を
取
り
付
け
勉
強
し
て
い
た
と
い

う
驚
く
話
で
し
た
。

ま
た
祖
父
は
子
供
や
孫
に
感
染
し
な
い
様
に
医
者
と
祖
母
以
外
は
部
屋

に
入
れ
ず
、
孫
は
絶
対
抱
か
ず
窓
越
し
に
し
か
見
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和

３
年
頃
に
は
症
状
は
可
な
り
回
復
し
て
い
た
の
か
、
ド
イ
ツ
の
医
学
賞
の

受
賞
に
際
し
て
家
族
や
孫
と
一
緒
の
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
５
年

に
祖
父
の
死
去
後
、
長
与
先
生
の
執
刀
で
解
剖
が
行
わ
れ
た
時
、
祖
父
の

孫
か
ら
見
た
山
極
勝
三
郎
の
生
涯
と
逸
話

山
極
勝
三
郎
様
の
孫　

山
極　

清
一
様

お
祝
い
の

　
　

こ
と
ば
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結
核
は
驚
く
程
消
滅
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

ま
た
祖
父
は
研
究
と
闘
病
、
祖
母
は
看
護
と
内
職
を
含
む
家
計
の
や
り

繰
り
で
追
わ
れ
、
二
人
揃
っ
て
出
掛
け
た
の
は
僅
か
２
回
し
か
な
く
、
１

回
は
父
が
両
親
を
上
田
、
善
光
寺
に
お
連
れ
し
た
時
と
、
２
歳
の
私
が
病

床
に
伏
せ
て
い
た
と
き
、
清
水
に
揃
っ
て
見
舞
い
に
来
た
時
の
２
回
だ
け

で
す
。

最
後
に
祖
母
包
子
は
祖
父
の
看
護
に
忙
し
く
、
更
に
祖
父
の
実
家
は
明

治
の
廃
藩
の
煽
り
で
家
計
が
苦
し
く
な
り
、
そ
の
援
助
も
必
要
と
な
り
、

大
変
な
貧
乏
暮
ら
し
に
長
ら
く
追
い
込
ま
れ
ま
し
た
。

あ
る
新
聞
記
者
が
山
極
家
に
祖
父
の
事
で
訪
問
し
た
時
、
応
接
に
出
た

祖
母
の
着
物
が
大
学
教
授
の
夫
人
に
は
全
く
相
応
し
く
な
い
質
素
な
姿
に

驚
き
、
思
わ
ず
「
学
者
と
清
貧
」
と
書
く
所
を
社
説
の
タ
イ
ト
ル
に
「
学

者
と
赤
貧
」
と
記
載
し
た
記
事
を
読
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

祖
母
は
祖
父
の
闘
病
と
研
究
生
活
を
守
る
の
に
大
変
努
力
し
な
が
ら
、

貧
乏
に
負
け
る
こ
と
な
く
、
子
供
や
孫
を
一
人
も
結
核
に
感
染
さ
せ
ず
、

子
供
達
を
立
派
に
育
て
上
げ
た
の
に
は
頭
が
下
が
り
ま
す
。
こ
の
貧
乏
生

活
も
在
籍
25
年
の
祝
賀
会
で
は
、
祖
父
の
弟
子
達
が
中
心
に
な
り
、
寄
附

金
を
集
め
て
借
家
を
祖
父
の
持
ち
物
に
替
え
、
多
く
の
贈
り
物
も
下
さ
れ
、

生
活
に
余
裕
を
持
た
せ
る
配
慮
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
の
会
の
最
後

に
は
祖
母
の
内
助
の
功
を
讃
え
、
金
時
計
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

祖
父
と
祖
母
は
お
互
い
に
尊
敬
し
合
い
、
結
核
と
戦
い
な
が
ら
人
工
癌
発 

生
に
成
功
さ
れ
た
偉
大
さ
に
改
め
て
敬
服
の
念
を
捧
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。


